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1  ようこそ 

 

1.1  システムの動作環境 

プログラムは、次の環境で動作する。 

OS:Windows7、Windows10 

CPU Pentium４ 1.7GHｚ以上 

Memory 512MB 以上（推奨：１GB 以上） 

DISK 仮想メモリー及びデータ保存領域を十分確保できる容量（推奨：40GB 以上） 

 

1.2  システムのインストール方法 

セットアップディスク(CD-ROM)を挿入すると自動的にインストーラが起動する。起動

しない場合は CD-ROM のトップにある setup.exe を実行する。以下、デフォルト設定

のまま進むとインストールが完了する。旧バージョンのシステムが既にインストール

してある場合は、アンインストールしてから再度インストールすること。 

 

 

 

インストール先の指定 
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以下の画面が出ればインストールは正常に完了しているので、「OK」をクリックした

後 PC を再起動する。 

 
 

1.3  システム構成 

治水安全度評価システムは次のプログラムで構成される。 

なお、本説明書は【評価システム】を対象とする。 

【評価システム】 

単一河川の水位計算用データ作成から安全度評価までを行う（計算と評価を行う）プ

ログラム。 

【表示システム】 

治水安全度評価システムでの評価結果を水系単位で表示する（計算を行わない）プロ

グラム。 
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1.4  システムが扱うデータ 

データの種別 内　　容

オルソ画像 航空レーザー測量によるオルソ簡易正射変換画像
オリジナルデータ 航空レーザー測量による地表面標高データ

グラウンドデータ
航空レーザー測量による地盤標高データ（オリジナルデータから樹木・
建物除去したもの）

データベース
本システム用に国土技術政策総合研究所で整備しているデータベー
ス（mdbファイル）

プロジェクトファイル

治水安全度評価システムが生成するファイル群。

数値地図画像
国土地理院発行の「数値地図25000（地図画像）」を1/5000国土基本
図図郭単位に加工し、位置情報を付加したもの。

project01： LP 断面の評価結果

project02：土砂堆積河道の評価結果
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1.5  ワークフロー 

 

準備作業 

オルソ画像の変換 

グラウンドデータを TIN に変換 

プロジェクトの作成 

河川の選択 

LP データの読込み 

河心線の作成 

横断図の作成 

横断測線作成 

横断図作成 

計算範囲の設定 

流量水位計算 

合理式による流出計算 

既存計画流量インポート 

計算結果表示 

治水安全度の評価 

マップによる表示 

リストによる表示 
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2  準備作業 

 

2.1  TIN の作成 

河道横断図を作成するために必要な、オリジナルデータ及びグラウンドデータの TIN

（Triangulated Irreular Network）をあらかじめ作成する。作成には、「TIN 一括変換

ツール」を使用する。ツールの使用方法は、以下のとおりである。 

 

 
 

① 「変換元フォルダ」に、グラウンドデータが格納されているパスを指定する。 
② 「変換リスト」に表示されるファイルリストのうち、変換したいファイルにチ

ェックを入れる。 
③ 「変換先フォルダ」を指定する。 
④ 「圧縮設定」を行う。 

（圧縮を行うと TIN のサイズが小さくなり、動作が高速になる） 
⑤ 変換ボタンを押して変換を実行する。 
 

※ オリジナルデータの TIN は治水安全度評価作業において必ずしも必要ではない。グラ

ウンドデータのフィルタリング（樹木・建物除去）誤差を検証するために、オリジナ

ルデータによる河道横断図とグラウンドデータによる河道横断図を比較することに用

いるものである。 
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2.2  オルソ画像の変換 

オルソ画像をあらかじめ、治水安全度評価システムの独自形式に変換する。独自形式

に変換することにより、システム上での画像表示がより高速に行えるようになる。変

換には、「画像ファイルの変換ツール」を使用する。ツールの使用方法は、以下のとお

りである。 

 

 
 

① 「追加」ボタンを押して、パソコンの任意のパスにコピーしたオルソ画像ファイ

ル（tif、jpg 等）を選択する。 

② 「変換」ボタンを押してオルソ画像の変換を実行する。 

変換前のオルソ画像と同じパスに変換後のオルソ画像ファイルが生成される。 

 

※ ダイアログの「作成されたピクチャーごとサイドに長いほうのサイズ」値を変更しない

こと。 

※ 生成されたオルソ画像ファイルは、元のファイル名と同名のフォルダの中に生成される。 
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2.3  LP データ等の準備 

本システムは「1.4 システムが扱うデータ」で示したデータを使用する。下図にこれら

のデータをＰＣに保存しておく際の推奨フォルダ構成を示す。 
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2.4  データベースの準備 

本システムでは、流域データベース（中小河川治水安全度評価 DB.mdb）に登録され

た河川を対象に、プロジェクト作成、及び流出・水位計算を行うことができる。デー

タベースに新たに河川の諸元を登録する場合には、「流域 DB 登録ツール」を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「DB 登録.xls」または「ダムデータ DB 登録.xls」を開く。（※DB 登録 ADDIN.xla、

ダムデータ DB 登録 ADDIN.xla を同一フォルダ内に置いておくこと） 

② 登録対象のデータベースを、「アドイン」タブの「データベース設定」から設定する。 

③ 図郭番号、河川コード、河川名、流域面積、山地・平地面積、流路長、地点標高、流

入時間、対応するアメダス地点番号・地点名等を入力する。 

④ 「アドイン」タブの「ブックを登録」または「シートを登録」ボタンを押して、シー

トに入力した河川の諸元をデータベースに登録する。 

※登録する河川のシート名は、「メイン」及び「入力例」以外の名前とする。 
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3  治水安全度評価 

治水安全度評価は、【治水安全度評価システム】を起動して行う。 

3.1  プロジェクトの作成 

本システムは単一河川の治水安全度評価を行う。本システムで生成されるファイル群

を「プロジェクト」と記す。 

(1)  プロジェクトの新規作成 

「ファイル＞新規作成」をクリックし、プロジェクト情報ダイアログを表示する。 

 
 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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①中小河川の治水安全度評価 DB を指定 

事前に整備済みの「中小河川治水安全度評価 DB.mdb」（以下 DB と記す）を置いて

いるフォルダを指定する。 

 

上図赤枠内をクリックして表示する「フォルダの参照」ダイアログでフォルダを指

定する。 

 
 

②プロジェクトファイルの保存場所を指定 

評価結果を保存するフォルダを指定する。 

 

③河川名の選択 

地域名→水系名→河川名と絞り込んで評価対象河川を選択する。 
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④データフォルダの指定 

本システムが必要とする各種データのパスを設定する。 

 
 

以下に各データフォルダの説明を記す。 

※各データの内容については「1.4 システムが扱うデータ」を参照。 

【オルソ画像】 

準備作業（2.2 オルソ画像の変換）で作成したオルソ画像が保存されているディレ

クトリ。必ず設定する。 

 

【TIN（グラウンド、オリジナル）】 

準備作業（2.1 TIN の作成）で作成したグラウンドデータの TIN とオリジナルデ

ータの TIN が保存されているディレクトリ。TIN（グラウンド）は必ず設定する。 

 

【プロジェクト】 

治水安全度評価結果のファイル群を保存するディレクトリを設定する。 

 

【DB】 

本システム用のデータベースファイルが保存されているディレクトリを設定する。

※データベースのファイル名は「中小河川治水安全度評価 DB.mdb」で固定である。 

 

【数値地図 25000（地図画像）】 

数値地図画像が保存されているディレクトリを設定する。 

※ 地図画像は本システム用の形式に変換済みのもの 
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⑤プロジェクトの属性情報 

入力は任意で省略可能。 

 
 

⑥図郭選択 

対象河川を含む範囲の図郭を選択する。 

 
「図郭を選択」ボタンをクリックすると、「マップの表示」タブ内に下図のようなマ

ップが表示される。 

 

マップは、流域、流路及び国土基本図図郭が表示された状態で、対象河川付近にフ

ォーカスされている（マップ中心の青い図郭付近）。 
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マウスクリックにより、対象河川を含む図郭を選択する。 

※選択した図郭のオルソ画像及び TIN ファイルをシステムが読み込む。 

 

 

⑦OK ボタン 

OK ボタンをクリックすると⑥で選択した図郭のファイルを読み込む。 

 

 

 

 

選択された図郭 

選択した図郭の

オルソフォト 

読み込まれたファイルがリスト表示される 
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(2)  既存のプロジェクトを開く 

      
「ファイル→開く」メニュー、または「Ctr + O」のショートカットキーで、「プロジ

ェクトの情報」ダイアログを表示する。 

地域名、水系名、河川名を選択する。 

※既存プロジェクトがある河川は下図のように河川名の頭に「＊」印がつく。 

 

 

(3)  プロジェクト情報 

プロジェクトを開いている状態で、プロジェクト情報の確認及び図郭の追加が行え

る。 

 
「ファイル→プロジェクト情報」をクリックして「プロジェクトの情報」ダイアロ

グを表示する。「図郭選択」ボタンをクリックしてプロジェクトに図郭を追加するこ

とができる。 
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(4)  プロジェクトの保存 

「ファイル→プロジェクトを保存」メニュー、または「Ctr + S」のショートカット

キーでプロジェクトを保存する。 
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3.2  マップの基本操作 

 
 

(1)  レイヤーペイン 

画面左下のタブで「レイヤー」を選択する。このタブ内のレイヤーペインには、読

込んでいるファイルがリスト表示される。ファイル名のチェックボックスにより表

示非表示の切替が行える。 

 

(2)  マップペイン 

画面下の「マップの表示」タブを選択する。このタブ内に表示されるマップは次の

ように操作する。 

動作 操作 

画面の拡大表示  または マウスホイールの回転 

画面の縮小表示  または マウスホイールの回転 

画面の移動表示  または マウスホイールを押しながらドラッグ  

対象河川全域を表示  

平面上の長さを計測  （計測したい箇所をクリックしていき、最後にダブルクリック） 

レイヤーペイン 

マップペイン 



 17

(3)  マップの縮尺 

マップの縮尺は画面右上に表示される。 

ドロップダウンリストから縮尺を選んで、マップの縮尺を指定することができる。 

 

 

(4)  地形 TIN モデルの参照 

読込んでいる TIN データから任意の場所の３次元地形が参照できる。 

 “選択した Tin レイヤーを３Ｄ表示” 

レイヤーペインのリストで、TIN ファイルを選択し他状態でこのボタンを押

すと、TINView ウィンドウが起動し、選択した TIN が３D で確認できる。 

 “四角で範囲指定して３Ｄ表示” 

このボタンを押し、平面上の任意の場所で左クリックし、クリックしたまま

ドラッグして任意のところでクリックを離して、四角形を指定する。TINView

ウィンドウが起動する。 

指定した四角形の範囲の TIN が３D で表示される。 

  “ポリゴンで範囲を指定して３Ｄ表示” 

このボタンを押した後、マップ上でマウスクリックにより多角形を描画する。

描画はダブルクリックにより終了させる。TINView ウィンドウが起動し、指

定した多角形の範囲の TIN が３D で表示される。 
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(5)  TINView ウィンドウの画面操作・表示設定 

 

 

“回転” 

“移動” 

“拡大・縮小” 

“全体表示” 

“転回の中心の設定” 

“三角形の表示と非表示” 

“三角面の表示と非表示” 

“ポイントの表示と非表示” 

“色で表示” 

“三角面のスムージング表示と普通用に表示” 

 

 キーボードによる画面操作 

（→）（←）  ：XY 平面上を回転 

（ctr l） +（↑）（↓） ：X 軸を中心に回転 

（↑）（↓）  ：ズームイン、ズームアウト 
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 色の設定 

“設定”メニューの“点色の設定” “線色の

設定” “面色の設定” “高さによって色の設

定”、色を変化させることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

(6)  環境設定 

「ファイル→環境設定」メニューもしくは「横断図→横断の異常値検出→環境設定」、

から「環境設定」ダイアログを表示する。 
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閾値タブ：横断図座標の異常値を検出するための閾値。 

  詳細は本資料巻末の「【参考資料】異常値の検出」を参照。 

 

表示タブ：オルソフォトの表示非表示を制御する閾値となる縮尺を設定する。指定

した縮尺を超えてマップを縮小するとオルソフォトが表示されない。シス

テム高速化を目的としたパラメータ。 
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3.3  河心線の作成 

新規にプロジェクトを作成した後に、まず河心線を作成する。 

(1)  河心線の描画 

「河心線→河心線を描画」をクリックする。 

   

オルソ画像上でマウスクリックにより河心線を描画していく。河心線は下流端から

上流端に向けて描画していく。描画を終了する場合はマップ上で右クリックする。

河心線を延長する場合、既に書かれている河心線の両端の頂点から続けて描画する

ことができる。 

また、次のショートカットが使用できます。 

「ctr + H」：移動（ ） 

「ctr + K」：河心線を描画（ ） 

※河心線の上流端と下流端の頂点は TIN のある位置に作成する必要があります。これはプログラ

ムが河心線の両端の高さを比較して上下流を判定するためです。 

 

河心線 
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(2)  河心線の削除 

描画した河心線上で右クリックして表示されるメニューから「河心線を削除する」

を選択する。 

  

下図のアラートが表示され河心線及び横断面情報のバックアップを取ることを選択

できる。 

 

バックアップファイルはファイル名の末尾に更新日時が追加される。 

 
※上図の場合「関東地方整備局_富士川_塩川-Section.txt」を削除し、バックアップ

ファイルを「関東地方整備局_富士川_塩川-Section.txt」にリネームして、バックア

ップファイルの再利用を行う。 

生成されたバックアップファイル 
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(3)  河心線の編集 

描画した河心線上で右クリックして表示されるメニューから、河心線を編集するこ

とができる。「河心線を編集する」をクリックすると河心線の色が青に変色し、編集

可能状態になる。 

  

 

①頂点の位置を変更する 

黄色に表示されている頂点をドラッグして、修正したい位置まで移動する。 
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②河心点の追加 

頂点を追加したい河心線上の任意の位置で右クリックし、「河心点追加」メニューを

選ぶと、クリックした位置に頂点が追加される。 

  

 

③河心点の削除 

削除したい頂点の上で右クリックして、「河心点削除」メニューをクリックする。 
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④編集確定 

河心線上で右クリックし「編集確定」メニューをクリックする。 

 

下図のアラートが表示され、編集確定前に河心線及び横断面情報のバックアップを

とることを選択できる。 

 
バックアップファイルは 3.3 (2)  河心線の削除」と同様に生成される。 

 

⑤編集キャンセル 

河心線上で右クリックし「編集キャンセル」メニューをクリックする。 

河心線に対する編集をキャンセルし編集前状態に戻る。 
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3.4  横断図の作成 

河心線を作成したら横断測線を作成し、横断測線と TIN から横断図を生成させる。 

(1)  横断測線作成 

「横断測線→横断測線作成→等間隔の測線」を選択する。または下図のアイコンを

クリックする。 

     
 

下図の「横断測線諸元」ダイアログに数値を入力して、OK ボタンを押す。 

 

オフセット  ：河心線の起点から横断測線の起点までのオフセット距離（ｍ） 

No0 測線の KP：No0（最下流）測線の KP（km） 

間隔長さ   ：横断測線の間隔（ｍ） 

河道幅    ：横断測線の幅（ｍ） 

※「長さ計測」コマンドを使用して河道幅の目安を得ることができる。 
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等間隔の横断測線が下図のように生成される。 

 
 

(2)  横断測線の追加 

「横断測線→横断測線作成→任意の測線」メニューを選択する。または下図のアイ

コンをクリックする。 

 

 
「横断測線の追加」ダイアログが表示されるので、測線を追加する位置をキロポス

トで指定する。 
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(3)  横断測線の編集 

編集したい横断測線を選択する（横断測線が青に変色する）。 
※横断測線の選択は下図アイコンを選択した後に、マップ上で測線をクリックすることにより行う。 

 

この測線上で右クリックして表示されるメニューから「横断測線の編集」を選択す

ると、「測線の編集」ツールバーが表示されて測線が編集可能状態となる。 

 

 

 
 

横断測線の編集は、①測線幅変更、②回転、③KP 移動が行える。 

 

測線の編集ツールバー 
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①横断測線の幅を変更する 

「測線の編集」ツールバーで矢印ボタンを選択する。 

 

横断測線の黄色の端点をマウスドラッグすることにより、端点が横断測線に沿って

移動する。 

 

 

②回転 

「測線の編集」ツールバーで回転ボタンを選択する。 

 

測線の端点をクリックしたままマウスドラッグすることにより、測線を回転させる。 

 

黄色の端点 
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③横断測線の移動 

「測線の編集」ツールバーで KP 変更ボタンを選択する。 

 

表示される下図のダイアログで KP を指定すると、測線がこの KP に移動する。 

 
※測線の移動は当該測線の前後の測線間の範囲内でのみ行える。 
 

【編集確定・キャンセル】 

測線の編集ツールバーで「確定」「キャンセル」ボタンを押して、編集内容を確定、

またはキャンセルする。 
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(4)  横断測線の削除 

横断測線を選択し、右クリックメニュー｢横断測線の削除｣で削除できる。 

 

 

複数の測線を一度に選択したい場合は、まず複数選択モードを on にする。 

 
横断面リストで削除対象の測線の「表示カラム」にチェックを入れる。 

 

マップ上の選択測線の右クリックメニュー「横断測線の削除」をクリックして、選

択している複数測線を削除する。 
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(5)  横断図作成 

「横断測線→横断面作成」メニューより横断図を作成する。 

 
①グラウンド 

「横断測線→横断面作成→グラウンド」を選択すると、TIN グラウンドから横断図

を作成する。実行は必須。 

 

②オリジナル 

「横断測線→横断面作成→オリジナル」を選択すると、TIN オリジナルから横断図

を作成する。 

実行は任意で、実行しなくても治水安全度評価は行える。 

 

③再作成 

「横断測線→横断面作成→再作成」 

一度横断面を作成した後に TIN グラウンド・オリジナルが変更された場合に実行す

る。更新された TIN データを下に横断面を再作成する処理が行われる。 
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(6)  流量設定 

水位計算の条件となる流量を与える断面と、流量の種別を設定する。流量を与える

断面は最低でも１断面設定必要である。また、最下流測線には必ず流量を与える必

要がある。 

 

画面左下の「断面」タブを選択する。タブウィンドウを広げると断面ごとの各種情

報のリストが表示される（このリストをこれ以降「断面リスト」と記す）。 

  

下図断面リストの「流量設定」カラムに流出計算対象断面を設定する。 

 
「対象断面」：流量を与える断面にチェックを入れる。 

「流量」：流量を「合理式」「手動」「小流域配分」のいずれで与えるかをドロップダ

ウンリストから選択する。合理式で与える場合は合流地点名を選択する。 

 

 

マウスポインタ ドラッグ 

流量を「合理式」「手動」「小流域配分」のい

ずれで与えるかを選択する。 
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手動設定： 

流量を手動で入力する場合に選択する。 

小流域配分： 

流域 DB に登録されている流量計算地点以外に流量変化点を設け、流量を合理式流

量の直線補間によって与える場合に選択する。小流域配分の詳細については「3.7 水

位計算」に述べる。 

合理式（○○川に合流）： 

合理式計算により流量を与える場合に選択する。DB に合流地点の合理式計算パラメ

ータがあらかじめ格納されており、これを用いてシステムで合理式流量を計算して

流量を与える。「3.８流出計算の実行」に述べる。 

 

【流量設定の補助機能】 

流出計算対象断面設定時の参考として DB に登録されている流出計算地点名を参照

することができる。「横断測線→流出計算対象断面参照」を選択すると下図のような

ダイアログが表示される。 

 

 

これはＤＢに登録されている流出計算地点の数と名称の一覧である。 

合理式による流量の場合 

 合理式で流出計算を行うためのパラメータが DB に保存されている地点の名称 

既存計画流量の場合 
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 既存計画流量が登録されている地点の名称 

(7)  粗度係数設定 

断面リストの「粗度係数」カラムに粗度係数を設定する。 

 

「対象断面」カラムにチェックを入れると「粗度係数」カラムに値が入力可能とな

る。 

粗度係数は、最下流測線及び粗度係数が変化する測線にのみ設定する。 
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(8)  横断測線の平面座標を表示 

「横断測線→横断測線の平面座標を表示」を選択する。 

 
下図の「横断測線の座標値」ダイアログが表示される。 

  

横断測線の左端及び右岸端の座標値が一覧で表示される。「Excel で開く」ボタンを

クリックすると、リストをエクセルで開くことができる。 
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3.5  横断面の編集 

(1)  「断面の表示」タブ内の基本操作 

画面下のタブより「断面」を選択し、断面図を表示する。また「断面の表示」も選

択しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ② ③ 

⑥ 

① 

⑦ 

横断面ペイン 断面リスト 

⑤ 
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①断面の選択 

下図の断面リストで選択されている断面が「横断面ペイン」に表示される。 

 
断面リストがアクティブな状態でキーボードの「↑・↓」キーを押すことにより、

選択断面が切り替わる。 

 

 

②断面図縦横比の設定 

下図のドロップダウンリストにより、断面図の表示縦横比を設定する。 

 
 

③断面図補助線（L 軸） 

L 軸の補助線間隔を下図ドロップダウンリストで設定する。 

 

 
 

No6 の断面が横断面ペイン

に表示される 
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④断面図補助線（Ｚ軸） 

 

 

⑤断面表示設定 

複数の横断面を重ねて表示することができる。 

 

重ねて表示したい断面を、断面リストの表示カラムにチェックを入れることにより

選択する。 
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⑥オリジナル断面表示 

下図のチェックボックスにチェックを入れることにより、ＴＩＮオリジナル（樹木

等除去前のデータ）から作成した断面を重ねて表示することができる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦断面切替 

横断面ペイン右下の下図ボタンをクリックすることにより、横断面の表示を上下流

前後に切り替える。 

 

左：１つ上流の測線に切替 

右：１つ下流の測線に切替 

 

 

 

 



 41

(2)  横断図の異常値検出 

横断座標の異常値と思われる箇所を抽出し、ユーザーに修正を促す機能。 

計算範囲の交差についても同時にチェックする。 

「横断測線→異常値検出」を選択すると検出結果が「断面リスト」、「横断図」、「平

面図」にハイライト表示される。 

※検出する項目とその方法はマニュアル末尾の巻末資料を参照。 

 

 

(3)  計算範囲の手動設定 

システムが自動設定した計算範囲位置が横断面上に赤い線で表示されている。この

位置をユーザーが修正することができる。 

赤い垂直線にマウスをあわせドラッグすることにより、計算範囲位置を移動する。 

 

計算範囲位置 

マウスドラッ

グにより移動 
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(4)  計算範囲コピー 

「横断図→計算範囲コピー」メニューにより、「計算範囲のコピー」ダイアログが表

示される。 

  

コピー元断面、コピー先断面を設定してＯＫボタンを押すと計算範囲がコピーされ

る。 

※コピー処理の内容：コピー元断面の計算範囲端頂点のＸ座標値（河心線からの距離）に最も近

いＸ座標値を持つコピー先断面の頂点が、計算範囲端に自動設定される、 
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(5)  横断形状のマウスによる編集 

横断図頂点の移動・追加・削除により断面形状を編集することができる。 

 
 

「断面の表示」タブをアクティブにし、断面図上で右クリックメニュー「編集開始」

を選択する。断面図が編集モードになり、頂点の移動がマウスドラッグにより行え

る。 

 

 

 

編集開始後に横断図の線上で右ク

リック→「頂点の追加」 

 右クリックした線上に頂点が追

加される。 

 

頂点を選択して右クリック→「頂点

の削除」 

 選択されている頂点が削除され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリックメニュー 

右クリックメニュー「編集確定」「編集キャンセル」

により編集内容を確定またはキャンセルする。 

断面編集中は下図「戻る」「進む」ボタンにより、

編集を戻す・やり直すことができる。 
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(6)  横断座標修正 

断面図頂点の座標値を入力して断面形状を編集することができる。 

「横断図→横断座標修正」メニューを選択して、横断座標修正ダイアログを表示す

る。 

 

  
表示中の断面の横断座標値がリストで表示される。 

リストを選択すると断面図上で座標点がハイライトされるので、修正対象の座標点

を確認した上でＬ・Ｚ座標を手入力により修正する。 

② 

① 

④ ③ 
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①「Excel で開く」 

座標値一覧をエクセルで開くことができる。 

 

②座標点を差替え 

横断形状の任意の一部をオリジナル断面形状などに差替えることができる。 

あらかじめ横断座標修正ダイアログのリストで複数行を選択する。 

 
上図のように選択された横断座標点が断面図上でハイライト表示される。 

 

 

ハイライト表示 
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この状態で「座標点を差替え」ボタンをクリックする。 

下図のダイアログで差替対象を選択する。 

 

「グラウンド」：ＴＩＮグラウンドから作成した初期形状に差替える。 

「オリジナル」：オリジナル断面形状に差替える。 

※旧１、旧２については後述する 

 

 

編集された形状は赤線で表示される。 
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③座標点の追加 

座標点を追加したい位置の行をリストで選択する。 

 

「座標の追加」をクリック 

 

リストに L=0、Z=0 の行が追加されるので、値を直接入力して座標点位置を設定す

る。 

 

 

④座標点を削除 

「座標点を削除」ボタンクリックにより、リストで選択中の座標点を削除する。 

 

7行目と8行目の座標点の間に座

標点を追加したい場合、8 行目の

セルを選択する。 
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(7)  築堤状況設定 

各横断測線の左右岸の築堤状況を設定する。「横断測線→築堤状況設定」を選択する。 

 

下図のダイアログで、設定対象の測線、左右岸の別及び、設定内容（築堤区間 or 掘

り込み・無堤区間）を選択し「設定」ボタンを押す。設定された結果は断面リスト

で確認することができる。 

※ 「無提・掘込」に設定された区間は余裕高が一律 0.6ｍとなるが、余裕高が固定値で固定値で設

定された場合は固定値が優先して適用される。 

※ デフォルトは全断面の左右岸とも「築堤区間」である。 

 

 

断面リストにおける築堤状況 
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(8)  余裕高算出 

余裕高の算出方法を設定する。 

「横断図→余裕高算出→余裕高設定」を選択する。 

 
 

下図ダイアログで設定対象断面の番号及び、余裕高算出方法を選択する。 

 
余裕高算出方法の規定値は全断面で「河川管理施設等構造令」であるが「固定値」

を選択することができる。 

 

「固定値」を選択した場合には余裕高の値を入力する。 

設定ボタンクリックにより指定断面の余裕高算出方法が設定される。設定結果は断

面リストで確認できる。 
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また、流量見合いの余裕高算出方法をユーザーが定義することができる。 

下図「定義」ボタンをクリックする。余裕高算出方法ダイアログに任意の算出方法

を入力して、登録する。 

 

 

 

(9)  背後地盤高の検出 

「横断面→背後地盤高の検出」から「背後地盤高の検出」ダイアログを表示する。 

 

 
背後地盤高検出範囲：計算範囲位置（堤防位置）から提内側への距離 

背後地盤高：背後地盤高検出範囲内で最も低い地盤高 

※ TIN がない箇所では検出されない 
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3.6  縦断図の表示 

「縦断図→縦断図の表示」メニューをクリック。 

 

 

「表示設定」ボタンにより凡例設定を行う。 

 

 



 52

3.7  水位計算 

(1)  水位計算プログラムを起動する 

 

中小河川治水安全度評価システムの立ち上げ画面において、上図の通り「流量・水位

計算→流量・水位計算プログラム起動」をクリックして水位計算プログラムを起動す

る。 

 

※水位計算画面起動中はメイン画面を操作できない。メイン画面の操作に戻る場合は水位計算画面を

閉じる必要がある。 

※起動の際に背後地盤高検出ダイアログが表示される。これは最新の計算範囲位置（水位計算の有効

域）を基にした背後地盤高を水位計算の直前に算出しておくためである。 

 

  

水位計算プログラム 
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(2)  計算対象確率規模を設定する 

デフォルトの確率年を使用する場合は、操作を省略してよい。 

「ツール→確率年設定」をクリックする。 

 

流量水位計算を行いたい任意の確率年を１０ケースまで入力できる。 

 

設定した確率年は下図赤枠内に反映される。 

 

 

なお、確率年を変更した場合、既に入力済みの値がすべてクリアされる。 
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(3)  水位計算の条件を設定する 

 

「条件」タブをアクティブにする。 

 

①下流端水位を設定する 

自動入力または手動入力を選択する。 

自動：下流端で等流となる水位をプログラムが自動設定する。 

  下流端勾配を指定：プログラムが下流端水位を計算する際の下流端勾配を指定する。 

手動：テキストボックスに水位を入力する。 

 

① 

② 
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②流量配分を設定する 

１）合理式による流出計算を行う 

  

“流出計算(合理式)”ボタンをクリックすることにより、合理式ウィンドウが現れ

る。合理式による流出計算については 3.8 流出計算の実行」に述べる。 

 

※ある断面に設定した流量は、上流測の流量の設定されている断面までの区間に適用される。上

流測に流量が設定されている断面がない場合も、設定した流量は上流測に適用される。また、下

流測に流量が設定されている断面がない場合は、最下流まで設定した流量が適用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定流量 

適用流量 

500 400 

500 500 500 400 400 
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２）小流域配分による流量を設定する 

 

流域 DB に登録されている流量計算地点以外に流量変化点を設け、流量配分を細分

することができる。流域 DB に登録されていない地点の流量は、合理式計算結果の

直線補間により算出される。 

小流域配分流量は自動で設定され、合理式流量の更新に合わせて値が更新される。 

 

    
 

３）手動により流量を設定する 

 

流量を手動で直接入力することができる。 

対象測線の流量を確率年ごとに直接入力する。 

 

   

 

 

断面リストにおいて小流

域配分に設定された測線 

小流域配分に設定された測線

の流量配分算出・設定画面での

表示 

断面リストにおいて手動

設定に設定された測線 

手動設定に設定された測線の流

量配分算出・設定画面での表示 
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(4)  計算実行 

 
“計算実行”ボタンを押して、水位計算を実行する。 

 

(5)  結果表示（表形式） 

タブを“結果表”に切り替えると、水位計算結果が表形式で表示される。画面右上

のドロップダウンリストにて選択した確率年に対応した水位が計算され、同ドロッ

プダウンリストにて確率年を変更すると、表示内容が切り替わる。 

 
ウィンドウ右下の“計算結果出力”ボタンを押すと、ファイル名を指定して表示中

の確率年の水位計算結果を CSV 形式で保存できる。 
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(6)  結果表示（グラフ） 

タブを“結果グラフ”に切り替えると、水位計算結果のグラフが表示される。画面

右上のドロップダウンリストにて選択した確率年に対応した計算水位が表示され、

確率年を変更すると、表示内容が切り替わる。 

 

ウィンドウ右下の“表示設定”ボタンを押すと “グラフの表示設定”ダイアログ

（下図）が立ち上がる。ここで線色、線種、線幅、危険域の色を設定できる。線種

の欄をクリックすると“線種選択”ダイアログ（下図）が起動し、線種を変更でき

る。“１ページあたりの描画範囲”では、1 ページあたりに納める河川の区間距離を

入力する。全計算区間より短い距離を入力した場合、グラフは複数ページとなる。 
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(7)  「流下能力表」及び「流下能力図」の表示 

“表示”メニューの“流下能力（HQ 式）”“流下能力（確率区間直線補間式）で、流

下能力ダイアログを表示する。 

「流下能力表」タブと「流下能力グラフ」タブに分かれており、それぞれ断面ごと

の流下能力を確認することができる。 

  流下能力表：断面ごとの HQ 式及び左右岸の流下能力のリスト表示 

  流下能力グラフ：評価高に応じた流下能力のグラフ表示 
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(8)  計算条件および結果の保存 

“ファイル”メニューの“保存“または「ctrl+s」キーで、作成した計算条件およ

びその計算結果を保存できる。 
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(9)  照会様式エクセルファイルの出力 

流量水位計算結果を照会様式のエクセルファイルに出力することができる。 

“ファイル”メニューの“照会様式エクスポート”で“評価結果一覧表”または“既

存計画確認表”を選択する。 

 

評価結果一覧表の出力時には下図のダイアログが表示され、出力する値の条件を設

定できる。 

 

 

 

(10)  印刷 

“ファイル”メニューの“印刷“または「ctrl+p」キーで、表示中のタブ（計算条

件・結果表・結果グラフ）を印刷できる。なお、計算条件・結果表については印刷

用の Excel ファイルが出力される。 
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3.8  流出計算の実行 

(1)  流出計算プログラムを起動する 

水位計算プログラムで“流出計算(合理式)”ボタンをクリックする。 

 

※対象河川の合理式パラメータがデータベースに登録されていない場合、以下の

メッセージが表示される。この場合、流域面積などの合理式のパラメータは手動

で設定する。 

 

 

(2)  流出計算の条件を設定する 

以下に示す合理式により流出計算を行うためのパラメータを設定する。 

 

][

]/[

]/[

6.3

1

2

3

kmA

hrmmr

f

smQ

ArfQ

：流域面積

：降雨強度

：流出係数

：流出量


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※ 設定した計算条件をクリアする場合、「ＤＢ再読込」ボタンをクリックする。この

場合、流出係数・降雨強度・流域面積の値はすべて消去され、流域データベースの

情報より再計算される。 

※ 画面上部の計算地点の一覧表は、グレーのセルはシステムで自動計算された値を表

示している。次項以降に示す計算条件を「手動」に設定すると、下図のように当該

のセルがグレーから白に変わり、データを直接キーインすることが可能となる。 

（合理式のパラメータとなる 流域面積 A，流出係数 F，降雨強度 R のみ対象） 

 
※ 計算地点の一覧表の右端に表示される到達時間 T（確率年別 単位：時間）は、計

算条件の降雨強度を「アメダス降雨強度式」とした場合に、選択された到達時間の

算定方法に応じて自動的に設定される。 
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①流出係数を設定する 

流出係数は以下の３通りから選択できる。 

 手動 

計算地点の表の“F”カラムに直接流出係数の値を入力する 

 データベースから取得 

計画値＝山地割合[%]×0.7＋(100－山地割合[%])×0.8 が自動設定される 

 

※対象河川の合理式パラメータがデータベースに登録されていない場合、手動設

定のみ可能。 

 

②降雨強度を設定する 

降雨強度は以下の２通りから選択できる。 

 手動 

計算地点の表の“R(1/○)”カラムに直接降雨強度の値を入力する 

 アメダス降雨強度式 

以下のフェア式に基づき、確率年別の降雨強度が自動設定される。パラメー

タの値は全てデータベースから取得する。ただし、アメダス観測所について

は、手動による変更も可能である。 

 

※対象河川の合理式パラメータがデータベースに登録されていない場合、手動設

定のみ可能。 
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：フェア式パラメータ

ｔ：降雨継続時間

：確率年

降雨量：Ｔ年ｔ継続時間確率

nmba

r

at

bT
r

T
t

n

m
T

t

,,,

  T

)( 


  

 

アメダス降雨強度式を選択した場合、降雨継続時間 t（＝到達時間）の算出方

法は以下の３通りから選択できる。いずれの手法もパラメータの値は全てデー

タベースから取得する。 

 クラーヘン式 

  

]/[W  

][ 

/
3.6

1

sm

kmL

T

WLT

in

in

：洪水伝播速度

：クラーヘン式流路長　

：流入時間

到達時間 

 

洪水伝播速度については勾配により以下のように与える。 

 

 

 土研式 

  

：土研式勾配

：土研式流路長　

山地割合

山地割合
到達時間

  S

][ 
100

[%])100(
)/(1040.2                    

100

[%]
)/(101.67

7.04

7.03

kmL

SL

SL










 

 角屋式 

  

]/[

][A  2

35.022.0

hrmmr

km

C

rAC

e

e

：有効降雨強度

：流域面積

：角屋式係数

到達時間


 

 

勾配 1/100 以上 1/100～1/200 1/200 以下 

洪水伝播速度[m/s] 3.5  3.0  2.1  
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③流域面積を設定する 

流出係数は以下の３通りから選択できる。 

 手動 

計算地点の表の“A”カラムに直接流域面積の値を入力する 

 データベースから取得 

データベースに登録された流域面積が自動設定される 

 

※対象河川の合理式パラメータがデータベースに登録されていない場合、手動設

定のみ可能。 
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⑤流域補正係数を設定する 

流域補正係数とは合理式の計算結果と既存計画との乖離を補正するために導入

した係数であり、（流域補正係数＝計画流量／合理式流量）で算出される。たとえ

ば合理式で計算した流量 500m3/s に対し計画流量が 700m3/s だった場合、流域補

正係数は 1.4 となり、水位計算・治水安全度評価には合理式の計算結果に流域補正

係数を乗じた値を用いる。 

流域補正係数には水系単位で計画流量と比較したαと、河川単位で計画流量と比

較したβが存在する。 

αまたはβを選択すると、データベースから当該の河川に関する流域補正係数

α・βの検討結果を取得し、算出基準点のリストが表示される。適当な算出基準点

を選択すると、その算出基準点と当該の河川に対応するアメダス観測所の流域補正

係数が表示される。 

 

⑥ダムカットを設定する 

ダムカットありを選択すると、合理式で算出したダム地点の流量がダムの計画最

大放流量を上回らないよう補正する。たとえば計画最大放流量が 500m3/s のダムに

対し、合理式の計算流量が 700m3/s だった場合、200m3/s 分をダムカット量とし

て下流測の流量からダムカット量を差し引く。 

「手動」で設定する場合は、ダムカット地点を選択し、ダム名および最大放流量

を直接入力する。「データベースから取得」を選択した場合、ダム名および計画最

大放流量はデータベースから自動取得するため、ユーザーはそのダムに対応する地

点名を選択する。 
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(3)  計算実行 

 

 

“計算実行”ボタンを押して、流出計算を実行する。水位計算画面に戻り、流量配

分の欄に合理式の計算結果が自動設定される。 
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3.9  治水安全度評価のマップ表示 

 

水位計算ウィンドウを閉じて、横断図作成ウィンドウに戻る。 

「評価→表示設定」をクリックし、「表示設定ダイアログを表示する」 

 

このダイアログで、評価結果の評価基準や表示設定などを定義する。 

 

 

(1)  評価ピッチ 

治水安全度を評価する河川延長のピッチを任意の数値で指定する。 
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(2)  評価項目 

評価対象を「流下能力」とするか、「整備率」とするか選択する。 

 

１/X 整備率：確率規模 10 年に対する整備率 

 

(3)  評価高の考え方 

評価高を以下の 3 つのうちから選択する。 

「① 現況天端高」 

「② 現況天端高－余裕高」 

「③ ②と背後地盤高の高い方」 

 
 

(4)  余裕高算出の確率規模 

評価高の考え方に「②」または「③」を指定した場合、余裕高算出の確率規模を

設定する。 

 

 

(5)  色分け 

整備状況をマップ上に表示する際の色設定を行います。 

「色分け」ボタンをクリックします。 
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「色分け」ダイアログボックスで、色分けの閾値、線色、線種、線幅を設定しま

す。 

【流下能力表示の色分け設定】 

 

【整備率表示の色分け設定】 
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(6)  横断測線の表示設定 

整備状況に合わせて表示する横断測線の表示設定を行います。 

 

●任意の測線 

 指定した任意のピッチで横断測線を表示する方法 

●水位計算用測線 

 水位計算を行った際の横断測線を表示する方法 

●なし 

 横断測線を表示しない 

●測線のラベルを表示する 

 測線の番号及び距離標の表示・非表示の切替 

 

「表示設定」ダイアログを OK ボタンで終了すると整備状況がマップ上に表示される。 
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(7)  断面図への評価表示 

横断図に重ねて表示する不当流計算結果を下図のラジオボタンで選択する。 

 
 

【HQ を選択した場合】 

不当流計算結果の HQ を断面図に重ねて表示する。 

 
 

【確率規模別水位を選択した場合】 

不当流計算結果の確率規模別水位を断面図に重ねて表示する。 
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(8)  評価リスト 

「評価→評価リスト」を選択すると、評価区間ごとの流下能力及び整備率がリスト

表示される。「Excel で出力」ボタンをクリックするとリストを csv ファイルに出力

する。 

 

 

3.10  出力 

(1)  マップの印刷 

 

「マップの表示」タブを選択し、印刷ボタン 、または「Ctr + P」のショートカ

ットキーで、印刷プレビュー画面になる。プレビュー画面で各種設定を行って印刷

する。 
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１）マップ領域の変更 

プレビュー画面でマップ領域をクリックすると領域境界にガイドが表示される。こ

のガイドをクリックしてマップ領域の拡大縮小・移動が可能である。 

 

 

 

 

ガイド。ドラッグして領域

を変更できる。 
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２）ラベル追加 

 

印刷物に任意のテキストを追加できる。 

ラベル追加ボタンをクリックして、ラベルを追加する箇所で左クリックを押しなが

らドラッグする。 

 

 

 

「ラベルのプロパティ」ダイアログでラベルの内容を設定する。 

 

３）テンプレート 

用紙設定、ラベル、マップ表示領域などユーザーが設定した内容を保存し、テンプ

レートとして使用できる。 

マウスドラッグ 
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「開く」  既存テンプレートを開く 

「保存」  現在の設定をテンプレートとして保存する 

 

４）印刷設定 

 

「印刷設定」から「プリンタの

設定」ダイアログを表示し、印

刷の設定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）印刷解像度 

解像度を選択して印刷を行える。解像度の数値が大きいほど高精彩に印刷される。 

 

 

５）印刷実行 
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印刷ボタンをクリックして印刷する。 

 

(2)  断面図の印刷 

 

「断面の表示」タブを選択し、印刷ボタン 、または「Ctr + P」のショートカッ

トキーで印刷ダイアログを表示する。 

下記ダイアログで「印刷する断面」及び「縮尺」を設定して印刷する。 

「プレビュー」ボタンで印刷結果をプレビューできる。 

 
複数の断面を印刷する場合には縮尺に応じて、自動で用紙に断面が配置される。 

 

(3)  マップのイメージ出力 

「マップ」タブを選択し「ファイル→イメージ出力」からマップをイメージファイ

ルに出力する。 
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4  オプション機能 

 

4.1  旧プロジェクトとの比較 

本システムで行う治水安全度評価作業は複数のユーザーにより行われ、それぞれのユ

ーザーが作成した複数の計算ケースが発生する。これら計算ケース相互間の相違（主

に横断面形状及び計算範囲位置）を確認するための「旧プロジェクトとの比較」機能

がある。以下この機能について記す。 

※旧プロジェクト：現在編集中の計算ケース以外の計算ケースを称する。 

 

(1)  旧プロジェクトの指定 

プロジェクト情報ダイアログのデータフォルダ設定に「旧プロジェクト１」「旧プロ

ジェクト２」というランがある。 

 
上図赤枠内に旧プロジェクトのプロジェクトファイルのパスを設定するとともに、

チェックボックスにチェックを入れて「プロジェクトの情報ダイアログ」をＯＫす

る。 

※旧プロジェクトは二つまで指定できる。 
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(2)  マップ上への旧プロジェクトの表示 

マップ上に旧プロジェクトを表示する場合は、ウィンドウ右上の「旧１」または「旧

２」チェックボックスを On にする。 

 

下図でオレンジ色に表示されている線が旧プロジェクトである。計算範囲位置が変

更されていることがわかる。 

 

 

 

旧プロジェクトの計算

範囲位置 

現プロジェクトの計算

範囲位置 
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(3)  断面図上への旧プロジェクトの表示 

断面図上に旧プロジェクトを表示する場合は、ウィンドウ右下の「grd 旧 1」または

「旧２」チェックボックスを On にする。 

 
 

下図で灰色に表示されている垂直線が旧プロジェクトの計算範囲位置を示している。 

 
 

 

 

 

 

旧プロジェクトの計算

範囲位置 
現プロジェクトの計算

範囲位置 
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4.2  既存断面形状の取り込み 

 

既存の測量断面形状を csv ファイルで整理しておき、これを読み込んで計算断面に差し

替える一括処理行う。 

※ 本機能は断面形状のみを取り込み、横断測線の平面位置は取り込まない。 

※ 既存断面形状を取り込む前に、あらかじめ LP データから横断面形状を作成してお

く必要がある。 

 

(1)  csv ファイル作成 

測量断面形状をあらかじめ下記形式の csv ファイルとして作成する。 

【CSV ファイル形式】 

[section] 

kp 

,L1,Z1,flg 

,L2,Z2,flg 

,L3,Z3,flg 

… 

,Ln,Zn,flg 

[section]  

kp 

,L1,Z1,flg 

,L2,Z2,flg 

… 

 

kp：距離標（小数点以下 3 桁） 

L：L 座標値 

Z：Z 座標値 

Flg：堤防位置を示すフラグ。設定は任意。堤防位置であれば“１”、堤防位置でなけ

れば何も入力しない。 

※ 堤防位置を示すフラグは、必ず左右岸の 2 か所に“１”を記入する。 

※ フラグ“１”の個数が 2 個でない場合（2 個より多くても少なくても）、そのフラ

グデータは無効とみなし、システムが堤防位置を自動設定する。 

※ 断面形状の差替えは、システムで作成した LP 断面と csv ファイルの測量断面を

KP で対照して行います。KP の一致しない測量断面は読み込むことはできません。 

 

 

CSV ファイルをエクセルで

開いた場合 
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(2)  csv ファイル読み込み 

 

「横断図→横断形状の一括読込」メニューを実行する。 

 

下図の「横断形状一括読込」ダイアログが表示される。 

 

「参照」ボタンをクリックして csv ファイルを指定した後、「更新」ボタンをクリッ

クして csv ファイルを読み込む。 

 

クリックして読み込む

csv ファイルを指定 

クリックして csv ファ

イルを読み込む 

「LP 断面 KP」カラムには LP 断面の

キロポストが入る 
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(3)  確認・修正 

 

横断形状一括読込ダイアログに測量断面形状が LP 断面に重ねて表示される。 

 

 

横断形状一括読込ダイアログでは、断面形状を確認して、「計算範囲位置」及び「断

面形状の L 方向位置」を修正する。 

 

 

「読込断面 KP」カラムには CSV フ

ァイルから読み込んだ断面の距離標

が入る 

KP=1.110 は csv ファイルにのみ断面が

ある 
計算範囲位置が赤い点線で

表示される 
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① 計算範囲位置（堤防位置）の確認修正 

 

既存断面の形状及び計算範囲位置は赤い点線で表示される。計算範囲位置の修正は、LP 断

面の場合と同様に下記のとおり行う。 

 

マウスを選択モードに切り替えて、計算範囲位置を左右にマウスドラッグすることで計算

範囲位置を修正します。 

 

 

 

 
 

※ 計算範囲位置は、河心線を超えて移動させることができません。この場合は、後述

する断面形状の L 方向位置の修正を適宜行った後に計算範囲位置を修正してくだ

さい。 

 

矢印ボタンをクリックして、マウスを

選択モードに切り替える。 

計算範囲位置をドラッグして修正 
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② 断面形状の L 方向位置の修正 

下図赤丸内のボタンをクリックする。 

 

 

断面図上でマウスを左右にドラッグすると、既存断面形状が L 軸に沿って平行移動する。 

背景の LP 断面を目安として、既存断面を任意の位置まで移動します。 

 

 

 

マウスを左クリックしたまま左右に

ドラッグ 
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(4)  断面形状の一括差し替え 

 

読み込みたい断面について、「横断形状一括読込」ダイアログのリストのチェックボックス

に、チェックを入れます。 

 
 

 

 

 

読込ボタンをクリックすると、ダイアログが終了するとともに、チェックを入れた KP の計

算範囲位置及び計算断面形状が差替わる。 

 

このとき、「不足している背後地形に LP 断面を使用する」にチェックを入れると、断面形

状の差替え方法が下記のように変化する。 

 

読み込みたい断面にチェックを入れる 

チェックボックスが有効なのは、LP 断

面と読込断面のどちらにも存在するKP
のみ 
※KP=1.110 は LP 断面しかないのでチ

ェックできない 

「全て」にチェックを入れると読み込み

可能な全ての KP にチェックが入る 
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【不足している背後地形に LP 断面を使用する】 

●「右岸」にチェックした場合 

下図赤丸の部分は、csv から読み込んだ断面形状がない。この部分だけ LP 断面の形状を使

用して差し替え処理をおこなう。 

 

●「右岸」にチェックオフの場合 

csv から読み込んだ形状のみで差し替え処理をおこない、上図赤丸の部分は断面形状がなく

なる。 

 

※「左岸」チェックボックスも同様の処理となる。 
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4.3  KP の変更 

 

測線の KP は、後から変更することができる。 

断面リストの「KP」カラムに直接値を入力する。 

 

 

ある測線の KP を変更すると、全測線の KP が再計算される。 

 

 

No2 に 0.5KP を入力 
全測線の KP が再計算される 



 91

4.4  評価不要区間の設定 

 

治水安全度評価結果のマップ表示において評価の彩色を行いたくない区間を、“評価不

要区間”として設定し、評価表示を行わないことができる。 

 

 

“評価不要区間”の設定は、横断面リストの「評価不要区間」カラムにチェックを入

れることで行う。 

 
 

評価不要区間における評価結果の表示 
左右岸の線自体が表示されない。 

No4 測線に評価不要を設定した例。 
No4 測線を中心として、隣接する上下流測線と

の中間位置を境界とする区間が評価不要となる。 



 92

4.5  shp ファイルの読込・表示 

評価システムは shp ファイルを読み込んで表示することができる。 

(1)  読込 

 

 

shp ファイルを選択して「開く」ボタンをクリックするとレイヤペインに shp が追加

され、マップ上に表示される。 
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(2)  表示設定 

レイヤーペインで shp ファイルの右クリックメニュー「属性」を選択。 

 
「シンボル」タブで彩色の設定を行う。 

 
③「ラベル」タブでラベル表示の設定を行う。 

 
下図のように shp ファイルが表示される。 

 

 



 94

4.6  河心線の変化点間距離制限の設定 

評価システムでは、河心線の変換点間の距離に制限をかけている。 

これは高密に変化点を作成すると、システムの動作が遅くなるためである。 

制限の閾値は以下の方法で設定する。 

 

「ファイル→環境設定」メニューをクリック。 

 
「閾値」タブの「河心点間の距離」で、河心点の変化点間隔の最小値を設定。 
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【参考資料】異常値の検出 

＜異常値検出項目と検出方法＞ 

１）座標間長さ － 頂点間が長い区間 

横断図は LP データから作成しているため、地形による差異はあるものの、通常

は頂点が高密度で並んでいる。ただし樹木や橋梁の除去を行った箇所は、他と比

較して明らかに頂点の密度が低くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）座標間勾配 － 隣接する頂点から突出した頂点 

隣接する 2 つの頂点と比較して Y 座標が突出した点は LP データのエラーである

可能性が高い。 

 

 

 

 

したがって、以下の条件に該当する頂点を検出する。 

・頂点における横断面の角度が閾値より大きい。 

４）川幅変化率 

 自然の川はある一定の割合以上は急激に川幅が変化することはない。 

（連続する断面の川幅の差）÷（区間距離）が閾値を超えている場合は、異常値

として検出する。 

５）最深河床勾配 

連続する断面間で、最深河床勾配が大きい箇所は、橋梁などの工作物のデータ除

去漏れの影響である可能性がある。したがって、最深河床勾配が閾値を越えて大

きい場合には、異常値として検出する。 

また、勾配が下流に向かって上り勾配になっている箇所も異常値として検出する。 
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検出の基準となる閾値は「ファイル→環境設定→閾値」タブにおいて設定する。 

 

 

 

 


